
静岡県遺族会「陽だまり会」が追悼式に参加
地
司
令
・
山
之
内
竜
二
１
等
陸
佐
を
執
行
者
と
し
て
、
隊
員

実
施
し
た
。

で
あ
っ
た
。

屯
地
（
御
殿
場
市
）
で
行
わ
れ
た
「
静
岡
県
自
衛
隊
殉
職
隊

よ
る
献
花
と
進
み
、
式
が
進
行
す
る
に
つ
れ
遺
族
は
あ
り
し

同
会
が
会
員
に
と
っ
て
い
つ
ま
で
も
日
が
差
し
込
み
続
け

玲
子
氏
が
、
式
典
へ
の
感
謝
と
災
害
派
遣
等
で
昼
夜
終
わ
る

所
を
移
し
「
静
岡
県
自
衛
隊
遺
族
会
総
会
」
を
開
催
し
た
。

に
執
り
行
わ
れ
た
。

行
わ
れ
た
会
食
で
は
、
き
れ
い
に
雪
化
粧
を
し
た
富
士
山
を

に
遺
族
に
寄
り
添
っ
た
暖
か
な
支
援
を
続
け
て
い
く
。

述
べ
た
。

議
論
を
交
え
た
結
果
「
陽
だ
ま
り
会
」
と
親
し
み
や
す
い
新

当
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
清
々
し
い
青
空
の
も
と
、
同
駐
屯

員
追
悼
式
」
に
お
け
る
静
岡
県
自
衛
隊
遺
族
会
へ
の
支
援
を

日
の
大
切
な
家
族
と
の
思
い
出
に
思
い
を
馳
せ
て
い
る
様
子

空
佐
）
は
、
１
１
月
１
１
日
（
土
）、
陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐

式
は
隊
員
に
よ
る
儀
仗
や
来
賓
の
追
悼
の
辞
、
参
列
者
に

た
な
愛
称
が
採
用
さ
れ
た
。　
　
　

仰
ぎ
見
る
会
場
に
お
い
て
遺
族
を
代
表
し
遺
族
会
長
・
平
松

ま
た
、
追
悼
式
後
に
は
神
奈
川
県
箱
根
町
の
ホ
テ
ル
に
場

遺
族
１
３
人
及
び
来
賓
の
参
列
を
得
て
厳
粛
か
つ
し
め
や
か

殉
職
隊
員
の
冥
福
を
祈
る
弔
銃
で
式
は
終
了
し
、
そ
の
後

る
暖
か
い
場
所
で
あ
る
よ
う
に
、
静
岡
地
本
も
今
ま
で
以
上

こ
と
の
な
い
任
務
を
黙
々
と
遂
行
す
る
隊
員
を
労
う
謝
辞
を

会
員
か
ら
「
同
会
に
愛
称
を
付
け
た
い
」
と
の
提
案
が
あ
り
、

専門学校の「就職企業ガイダンス」で魅力をＰＲ
自
衛
隊
を
は
じ
め
自
動
車
関
連
企
業
な
ど
６
１
団
体
が
参
加

こ
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
来
年
度
卒
業
予
定
の
学
生
を
対
象

説
明
の
中
で
、
自
衛
隊
が
保
有
し
て
い
る
装
備
品
な
ど
の

自
動
車
大
学
校
（
静
岡
市
）
の
校
内
で
行
わ
れ
た
「
就
職
企

や
自
動
車
整
備
士
な
ど
各
職
種
の
業
務
内
容
、
採
用
試
験
の

学
生
に
伝
え
、
優
秀
な
人
材
を
確
保
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

る
と
と
も
に
、
国
に
貢
献
で
き
る
の
が
自
衛
隊
」
と
魅
力
を

知
識
や
技
術
が
活
か
せ
る
こ
と
を
知
り
と
て
も
有
意
義
だ
っ

静
岡
地
本
は
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
３
回
行
い
、
将
来
自
動
車
整

整
備
能
力
を
高
め
て
い
る
同
校
学
生
に
対
し
て
「
今
勉
強
し

説
明
を
聞
い
た
学
生
か
ら
は
「
陸
上
自
衛
隊
の
武
器
科
に

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機
会
を
積
極
的
に
活

に
２
日
間
、
午
前
と
午
後
の
計
４
部
で
行
わ
れ
、
防
衛
省
・

業
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
に
参
加
し
た
。

要
領
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

空
佐
）
は
、
１
１
月
１
６
日
（
木
）、
専
門
学
校
静
岡
工
科

備
士
を
目
指
す
１
９
人
の
学
生
に
対
し
て
、
自
衛
隊
の
概
要

用
し
て
、
防
衛
省
・
自
衛
隊
と
い
う
仕
事
の
魅
力
を
多
く
の

て
い
る
知
識
や
技
能
を
活
か
し
て
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き

つ
い
て
も
っ
と
話
を
聞
き
た
い
」「
自
分
が
勉
強
し
て
い
る

し
た
。

予
防
整
備
や
故
障
整
備
は
隊
員
自
ら
実
施
し
て
お
り
、
現
在

く
。

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

た
」
な
ど
の
前
向
き
な
感
想
が
聞
か
れ
た
。

「静大祭」に静岡地本が初参加
ー
マ
ン
ス
や
展
示
を
主
体
と
し
た
「
静
大
祭
」
の
ほ
か
、

得
て
、
初
の
広
報
活
動
を
校
内
で
実
施
し
た
。

て
い
る
こ
と
か
ら
自
衛
隊
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
見
学
に
来

に
か
け
て
静
岡
大
学
（
静
岡
市
）
に
お
い
て
行
わ
れ
た

千
人
が
来
場
し
大
き
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

学
生
か
ら
は
「
学
生
を
し
な
が
ら
社
会
に
貢
献
で
き
る

自
衛
官
補
」
制
度
や
自
衛
隊
の
職
種
職
域
な
ど
大
学
生
が

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

ま
た
、
併
せ
て
迷
彩
服
試
着
体
験
、
背
嚢
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

め
て
知
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

・
研
究
・
社
会
連
携
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
「
キ
ャ
ン
パ

動
の
様
子
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
学
生
や
社
会
人
で
も

に
は
防
衛
大
学
校
に
入
学
す
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た

隊
員
」
と
い
う
仕
事
の
重
要
性
と
幅
の
広
さ
を
伝
え
自
ら

訓
練
で
使
用
し
て
い
る
実
際
の
装
備
に
触
れ
る
こ
と
で
自

し
学
生
に
直
接
説
明
す
る
機
会
を
設
け
、
自
衛
隊
の
魅
力

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１
等

自
衛
隊
静
岡
地
方
協
力
本
部
（
本
部
長
・
定
免
克
己
１

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
学
生
が
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ

「
第
６
８
回
静
大
祭
」
で
、
静
岡
県
防
衛
協
会
の
協
力
を

静
岡
地
本
は
毎
年
多
く
の
静
大
生
が
自
衛
隊
に
志
願
し

等
空
佐
）
は
、
１
１
月
１
７
日
（
金
）
か
ら
１
９
日
（
日
）

ス
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
静
岡
」
な
ど
が
同
時
開
催
さ
れ
、
約
８

衛
隊
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
っ
た
。

訓
練
を
経
て
自
衛
官
と
し
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
「
予
備

を
よ
り
多
く
の
学
生
に
伝
え
「
進
路
の
羅
針
盤
」
と
な
れ

の
可
能
性
が
無
限
に
広
が
る
自
衛
隊
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

が
、
一
般
大
学
か
ら
も
幹
部
に
な
れ
る
制
度
が
あ
る
と
初

農
学
部
が
担
当
す
る
「
農
学
祭
」、
社
会
に
対
し
て
教
育

た
学
生
に
対
し
パ
ネ
ル
を
使
っ
て
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活

予
備
自
衛
官
補
の
制
度
で
活
躍
し
た
い
」「
幹
部
に
な
る

応
募
で
き
る
自
衛
官
の
制
度
を
中
心
に
説
明
し
、「
自
衛

な
ど
の
個
人
装
備
品
の
装
着
体
験
も
行
い
、
隊
員
が
普
段

静
岡
地
本
は
、
今
後
も
大
学
祭
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

参列者による献花

殉職隊員の冥福を祈る弔銃


